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阿 井 景 子

＊ 昭和７年１月１６日  長崎市生まれ

○  略 歴

昭和２９年 大学卒業後、高校教師を経て出版社に勤務
(22歳)

北大路魯山人、その後松本清張といった昭和を代表する巨人

と出会い、私淑する。

昭和３５年～ 家事評論家として独立。「主婦の友」「婦人倶楽部」等の婦人
(2８歳) 雑誌、女性週刊誌に執筆活躍

「リビング４」「小川ひろしショー」等ＴＶ出演する

昭和５４年 「龍馬の妻」で作家デビュー
(47歳) 以後、戦国女性及び動乱の時代に生きる女性を中心とした歴史

エッセイ、歴史小説を多数発表

○  その他の代表作

     築山殿無残(昭58)、龍馬のもう一人の妻(昭60)、西郷家の女たち(昭62)

　  不如帰の女たち（平３）、華頂の花-日野富子(平６)、

　  おもかげ　松本清張 北大路魯山人(平７) 、秀吉の野望(平８)、

     真田幸村の妻(平13)、武田勝頼の正室(つま)(平14)、

     龍馬の姉・乙女(平16)、高台院おね(平18) 、信玄の正室(つま) (平19)

    

昭和３０年～
昭和３４年


